
 

 

令和２年９月７日（月） 

半田東高校保健室 

 短い夏休みが明けて２学期が始まり、２週間ほど経ちました。校内では、放課後になると一心祭の準備に一生懸命取

り組む姿が見受けられます。残暑が厳しく、日中はまだまだ暑い日が続きます。こまめに水分補給をするなど、しっか

り熱中症対策をしてください。また、半田市内でも新型コロナウイルス感染症が発生しています。毎朝の検温やマスク

の着用、手洗いなど体調の自己管理をするとともに、体調が少しでも悪いと感じたら早めに保健室へ来てください。 

 

９月９日は救急の日です。みなさんの周りで、もしも急に具合が悪くなったり、 

怪我をした人がいたらどうしますか？ その場にいる人が、落ち着いて迅速に行動 

を起こすことが求められます。そこで、救命の連鎖について知りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その場にいる人が行う（→誰もができるようになる必要がある！） 

一次救命処置 
○胸骨圧迫  胸の真ん中を  

        強く・速く・絶え間なく 

〈強く〉少なくとも５ｃｍ沈むように 

〈速く〉１分間で１００～１２０回のテンポで 

〈絶え間なく〉救急隊に引き継ぐか、 

       意識が回復するまで 

○電気ショック（AED）音声ガイドに従う 

        この２つを繰り返す！ 

救命の連鎖  
傷病者を救命し、社会復帰させるために必要となる 

一連の行いを「救命の連鎖」といいます。「救命の 

連鎖」を構成する 4つの輪のうち、最初の 3つの輪は 

その場に居合わせた人（バイスタンダー）が担います。 

この輪がすばやくつながることで、救命効果が高まり 

ます。救急隊が到着するまでの救命活動を一刻も早く 

行い、命のバトンをつなぐことが傷病者の命を救うこ 

とになります。 

職員玄関前 に設置されています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ケガが治るまでに起こっていること 

外科での保健室来室で多く

見られるのが登下校中のすり

傷です。 

傷口を汚れたままにしておく

とケガが悪化することがあり

ます。流水で汚れをきれいに洗

い流して、自然治癒力を助けま

しょう。 

また、手当の基本的な知識

をつけて、いざというときに正

しく処置できるといいですね。 


